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本の移 し替え

最近、転居 のため手持 ちの本を移動 させなければなら

ない事態 に陥った。書籍の置 く場所 を移 し替 えるという

ことは思いの外厄介 なことである。 まず書架にある書物

を下 ろ して段 ポール箱 に詰め込 む。 その際、今まで書架

に納 まっていた本の中には、場所 により天や小 口に埃が

積 っていて、それ らを払 う必要 もあろう。軽 くはたきで

飛び散らせ られるものならば さして苦労 もないが、長年

を経 ると特 に和綴や布表紙 あるいは鉄 などは、時 に一冊
一冊 ブラシでこす り落す

。昔 のこと学生時代、隣 りの東

洋 史学の教授室の大掃除で、四面の書架 からつ ぎつ ぎ下

ろ してそのまま学生 が胸元に捧げ持つ数冊 の和綴本 に、

その学生の鼻先で教授 が力 まかせ にはた きを叩 きつ ける

情景 を目に したことがある。も うもうと上 る埃 に対 し、

学生 は45度程顔 を左 ・右 にそむけることで しか防 ぎよ う

がなかった。 自分 だけ用意 して教授 はタオルで分厚 くマ

スクをしていた。東洋史学 に行 かなくてよかった とホ ッ

と したもので ある(後 にその教授 は学生のみならず学部

全教 職員 からボイコッ トされて免職 となった)。 単純 な

作業 をしながらこん なことも回想する。

よ うや く箱 に詰め込むので あるが、箱が大 きければ重

くて持 てない。経験 では、書籍 は半 間 幅の書 架1段 分

を平 均 して2箱 に納 め る程 度が適当である。 しか しそ

れで は大型本 は入 らぬ。最近は見せる本 が流行って、人

型で かつ上 質のアー ト紙 を使用するためやたらに重 くな

って きている。 それか ら、本の詰った箱 を運搬 して、新

しい書架に本 を取 り出 して納 める。 これまでの作業工程

は、 たしかに苦労 もあるが、いってみれば肉体労働 が主

体で 、大変な らば人の応援 を得 るなり、場合 によっては

すぺ て他人まかせでも事は足 りる。本の移 し替えはそれ

にとどまらない。

元来本は読 むもので 、何故 読むかは人様 々であろ うが、

読み終 った途端 に処分 する人もいる。私の場 合は勿論暇

つぶ しに寝転 がって読んだ り見 たりする本 も購 入す るが、

それ らを含 めて研究 に利用することが多く、いつ、 なに

に使用す るか計 り知 れないので なかなか処 分 しがたい。

それ に歴史学 は関連分野が 多く、いきおい種類も増加す

る。 これらの本 を利用す るためには、それ なりに見やす

いよ うに、取 り出 しやすいよ うに分類 がなされて書架 に

納め る。 あらゆる分野の本があるわけで ないから、当然

図書館学上の分類は採 り得ない。その人の所蔵 と利用 に

応 じた分類がなされよう。単純 に本の版型 とかアルファ

ベ ッ ト順によった り、 あるいは著者名やジャンルや内容

原 田 一 典

などによる分類が自ずか らなされる。冊数 や種類が増加

せば、また視点 が変われば、その分類は修正 され改訂 も

される。分類な くしては極度に使用 が煩雑で ある。 とこ

ろで移動 にあたっては、 この本の分類収納 が頭を悩 ませ

るので ある。

今 まで書架 においてそれ なりに分類収納 がなされてい

たもの を、一・旦箱 に詰めて移動す ると分類は メチャメチ

ャになって しまう。箱 に分類記号で も付 しておいては、

と考 えるが、短兵急 の場 合 にはそのよ うな暇 もな し、ま

して他人のお手伝 いを仰いでいる時 など、分類 それ自体

も知 るべ くもなく、また指示 して記号を付 してもらうに

は余 りに気の毒であり、互に煩雑である。それに今回の

移動では、160箱 を箱の まま書庫 に積み重ね置 かれては

完全 に身動 きが とれなくなるため、結局無差別 に片っ端

から箱に詰めて運搬 し、新書架 に収納 するよ う運送 業者

に依頼 した。5人 の人達 が来て書籍 のみで一 日の作業で

あった。 かくして形の上 では移動 が完 了したが、崩壊 し

た分類を再構 成するとい う、さらに面倒 な作業が残って

しまった。 しかもこれだけは自分一 人の作業であ る。

幸いに、大学研究室に置 いてある本の収納 をも想定 し

て書架を設置 しておいたので、今回移動分の倍のスペー

スがあった。全100巻 の日本古典文学大系 ・明治文学全

集 を初め とする各種の叢書類、それに露伴 ・鴎外 ・漱石

・啄木 ・寅彦 ・直哉 ・劉生 ・龍之介 ・杢太郎 ・荷風等々

の個人全集が割合い 多かったので 、分類収納作業の出足

は好調で あった。バ ラ本 となってぱった り止 った。中 に

は赤 茶けた週刊誌 なんぞも出て きて、なんで こんな本 を

とってあったのだ、 と自分 に腹を立 てながら頁をめくる

と、安保特 集で あった り、全国美味 い物 め ぐりであった

りして、やっぱり残 して おこうと書架の間 をウロウロす

る、,「国体 の本義」 「承詔必謹」等 、軍国主義の亡霊も

あるが、今で はそれ自体 まさしく歴史研究の対象で ある。

また本 とい うのは不思議 なもので、大半は購入 したその

時 々と、購入の意図や書店の情景 まで、その本を予にす

ると浮んで くる。 しば しばそんな想 い出で作業は遅れる。

か くして2ヶ 月、夜 な夜なの作業は未だ完了 しない。

読書の秋 というが、目にす るのは背表紙の ゴチ ック活字

のみである。

(歴史学 教授)
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ち ょ っ とメ キ シ コ

大 野 秀 樹

1

{

f走然 な ら な い よ よ に 心

メ キ シ コ て㍉よ、 ノisと か 右 翼 と か い わ な い 。

あ い っ は 、 左 か 北 か,,

と い うい い ノ∫を す る 、、 メ キーシ コ の 北 は ア メ リ カ 合 衆 国 だ

か らだ,,日 本 で も 、 米 国 は ち ょ っ と遠 い が 、 右 か 北 か の

方 が 止{i崔な 表}見 か も 、,

メ キ シ コ(ノ)男 性 は 、 日本 に 来 る と よ く も て る らLい,,

留 学 生 は 「1体 譜 集 中 講 座 」 で 自 信 か つ い た の か も

ち ろh、 早 い や っ1.1*flと 同 時 に 、 早 速 、H本 の お

嬢 さ 〆しと プ ー トに く り1申la,,お 決 ま り(ノ)]一 ス を 糸冬え て 、

最 後 は 夜 の 公 園 と か そhな と こ ろ だ 自 ラ ァ ン 系 の 神 士 は 、

女 性 が こ ん な場 所 ま で 付 い て きた か ら に は 、何 も し な い

の は た 変 失 礼 だ と 思 うの で あ る、、 そ こで 、 ゴ ニ、ヨ コ ム ヨ

ゴ ニ ョ。 す る と 、 うれ し い こ と に 彼 女 は 「ダ メ!」 と い

)のC° は な い か 、,

大 和 撫 子 っ て 、 な か な か や る も ん じ ゃ な い 、,

彼 は 、 ま 弓 ま づ.ゴ ニ 」 ゴ ニ ョ コ ニ ョ。1皮 女 は と う と う木

気z怒 り昌～し『(』、 「へ7メ フ.!1

こ)い わ れ て や め てrし よ う 、 い や 、 ハ イ ヨ ー ・シ ル バ ・

と な ら な い メキ シ コ 人 は い や し な い 、,そ の あ け く… … 。

ス ペ イ ン語 入 門 講 座,,DAMEはDA(i)AR:与 え る の

2人 称 単数 命 令 形)とML(私 に),、dな わ ち 、 英 譜 の

GIVH:MH:。YAMETEはYA〔 い ま)とMH:rF〔MF.'1'F:K

の2人 称 単 数 命 令 形)、,METERの 意 昧 は 、 ど)ぞ 辞 典

C,こ こ で 書 く と 、1か ぐ ら お か 」 編 集 委f41:の 検 閲x

ハ ス で き な い か も
,,目 本 人 同 上 な ら ど う な る か 。 そ れ は 、

み な さ ま ご 承 知 の と お り、、

陽 気 な メ キ シJ人 は 、 そ れ だ け に 光 と 影 の 差 が 大 き い 。

た と え ば 、 陰 湿 な 偽 善 性 、、 メ キ シ コ 人 が 日 本 人 と 知 り 合

い に な る と 、 よ く い う セ リ フ ∩

メ キ シ 」 人 の 祖 先 は 、ir.n、 ベ ー リ ン ク 海 峡 を と お 一♪

て1'シ1'か ら 米 た1、 わ れ わ れ に は1司 しlllLが 流 れ'ζ い る。

文.f:r.f.;り 日 本 人 と 同 胞 の イ ン デ ィ イ を い つ も 馬 鹿 に し

て い る く ぜ に,,し か も 、 彼 ら ド1身 は こ の イサ占 に 気 が つ い

て い な い ら1[本Cも1司 し こ と が あ り そ う な 。 お ・♪と 、 こ

こ で は 政 治 の 話 は や め.Lか し 、 メ キ シ ー1人 も い ・♪て い

る 、,

日 本 人 は 、 一`ば ら し く て 、 恐 ろ しい,、

も うひ と つ,、 メ キ シ コ 人 の 家 を 訪 問 弓 る と 、 あ る い は 住

戸斤を 尋 ね る と 必 ざ い わ れ る 言 葉 。

ど うそ 、 あ な たct)お)ち と 思 っ 一ぐ』1、

こ れ を 真 に 受 け て 、(ま た)訪 れ る と と ん で も な い 目 に

会 う,,門 前 払 い を く わ され るの がaチ だ、,日本 で も 、転

居 通知 の 常 套 句,、

近 くにお越 しの 際 に は、 ぜ ひ#:;、ン1ち寄 り くだ さい,,

1あ な たの お う ち」 の 方 が
、 気 の きい たセ リ フか,,し か

し、 京 劃1には も っ とす こ い 言蘂iカfおま'd-'ひ,,

ま・2たく別 の話,,野 球 。3回 を終 えて リ・ トして い る

9一 ム,,監 督 は、 先発 投 手 に替 えて 、以 後:i人 の投 一∫=に

ち 」 うど2回 ず つ 投 け させ、無 事勝FiL,さ て 、勝 利 投 手

は だ れ.,そ れ は、41i11か ら投 げ た3人 の うち公式 記録 員

が も っ と も投 球 内 容 か よ か った と判断Lた 投 手 、、実 は 、

メキ シコ社 会で 出Ukす る こ とや 金 を儲 け るこ とも、 ほ と

hと す べ て この 公式 記 録 員(おi.と 知 り合 い か と)か

に か かっ て い る,、時 の最 高 の 公式 記 録tl(大 統 領)と 関

係 を もて は 、ヤ ッホ ーだ 。 こ の点 、 日本 の方 が公 平 いや

平 凡 か∩

ひ とっ だ け医学 の話 、、 メキ シコで 医師 に な るに は、 学

部 教 育 後 イン ター ンを1年 、 そのr.、 社 会奉 仕 を1年 間

行 わ なけ れ は な らな い。 社 会奉 仕 とは 、 ご く辺 鄙 な診療

所C、 医 師 と して ぽほ 全権 を'」・え られ て たっ た ・人で医

療 活 動 を行 うこ とで あ る 〔看 護 婦 の半 分 くらいの 給料 は

出 る)∩ 医 白巾免 言午iよない し#十.も ほ とん どな いの で 、診

療 を行 う方 は 真剣 だ ろ うが 、受 け る方 も緊張 す るだ ろ う、,

とはH木 人 の感 覚,,結 構 、)ま くい っ て いるの だ 。 メキ

シ『」も(/IL行に玉屋れ ボ、 しっ か り医 師過 来胆寺代 ノt乱,に走,か

かわ らず 、 この 制 度 は当 分 続 くよ うだ,,こ の制 度 の昇 非

をこ こで 論 じて もf上方 が な いが 、 「なん と して も自 分で

しな けれ ば な ら ない」 σ)は、 す こ い体 験r.,,自 治 医大 の

卒 業生 が ち ↓・)とf以て い る。

メキ シ コは、 マ ヤ 文明 な どの偉 大 な歴 史 を もっ が 、 や

は り未 来 の国 だ.ひr.一 〉とす る と 、 い・'Jでも 未 来,,1光

と影 」で は な いが 、経 済 が駄 目で もす ば らLさ に満 ち満

ちた太陽 と怪 物 の国 。 柔軟性 と い い加減 は 表 と裏 、,ア ミ

ー コ 、 この ま まだ。

(生 理 学 第1溝 座 助 教 授 〉
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海外だより
ウ エス ト ・ラ フ ィエ ッ トか ら

晴 山 雅 寛

私 が現在住 んで いるここウェス ト・ラフ ィエ ットは典

型的 なアメリカ中央部 の大学の街のひとつです。街の人

「]は6万 人程ですが、 その半分以 上を私の通 っているプ

ッヂュー大学の学生 が占あております。街の中 には大 き

な樹木 が生い繁 り、その林 の中 に住宅が点在 しています。

その樹 々も夏の濃 い緑か ら紅葉の季節へ そして今は野球

の グラブ程の大 きさの カエデの葉が、 ガサガサ と大 きな

音 をたてて落 ち始 め、 まもな く冬を迎 えます。 プッヂュ

ー大学 はインデ ィアナ州立 の総合大学で州内にいくつ か

のキャンパス があ りますが、ここウェス ト・ラフィエ ッ

トが一番大 きなキャンパスです。工学部系に伝統がある

よ うで、フッ ト・ボールやバ スケ ッ ト・ボール等のスポ

ーツには大学名 としてボ イラー ・メイカーの名 が使 われ

ています。インデ ィアナ ・ポ リスには医学部 があり、こ

こがア メ リカ政 府 によ ってエ イズ の研 究 セ ン ター の

ひ とっ に選 ばれた こ とが最 近 の新聞 に載 って お り ま

した。

さて、今はフ ッ ト・ボールの季節です。フ ット・ボー

ルは日本の野球 のよ うにあるいはそれ以上に さかんです。

日本の町の あちこちに野 球のバ ック ・ネッ トがあるよ う

に、 こちらにはフ ッ ト・ボール特有のH型 のゴール ・ポ

ス トがあ ります。ここの大学 にも6万 人以上の収容力を

持 っフ ット ・ポールの スタジアムがあ ります。 アメリカ

にはプロのフ ッ ト・ポール ・チームもあり、中で も子供

達 に人気の あるシカゴ ・ベアーズを示すCの マ ーク入 り

の商品がたくさん売 られています。 ところがプロは有力

選手が今年はス トライキ中 とかで,試 合の方はいまひ と

っ盛 りあがっていないようです。その分、 ビッグ ・テ ン

とかmズ ・ポールとか呼ばれる大学の リーグ戦の人気

が高 まっています。ボイラー ・メイカーの成績 は今ひ と

っのよ うで、街中静 ま りかえっています。先日、イリノ

イ大学 に勝 ったときは、皆大変な喜びよ うで した。(10

月末現在、この1勝 を含め2勝5敗1分 です。)

さて、大学の話 にもどりますが、私の通 っている物理

学科 には大学院以上の研究者が300人 以上お ります。当

然 アメ リカ人(い わゆる白人)が 多いのですが、それに

ついで中国、台湾、韓国 、マ レーシア等 アジアからの学

生や研究者が多 く、顔 だけを見 ているとlr本 の大学にい

るよ うな錯覚に落 ち人 ります。大学新聞 に興味 深い記事

が載 っていましたので、一部転載 します。 この資料か ら

判 るように、35万 人近 い留学生 がアメ リカに来 てい るこ

と、 アジアか らの留学生 が特 に多いこと、意外 にもイ ラ

ンから1万2千 人以上の留学生が来 ている点 など読み取

れます。

さて、研究面では実験物理関係 が とても活発です。 ひ

とっは今年 ノーベル賞 をもらったこ とで、一時程の熱気

はなくなりましたが、高温超電導の研究です。過去 にノ

ーベル賞 を得た人や それに近 い大先生 が毎週 のように大

学 に来て講演 をして おります。 もうひとつは、素粒子実

験の グループです。 ここから車で3時 聞程の距離 にある

国立フェル ミ研究所の大型加速器が本格的に動 き出 した

ためです。先 日、陽子 と反陽子の衝突で1.9TeV(■1.9

×1012eV)の エネルギーを得 ました。こんな大 きなエ ネ

ルギー を人間の手で制御するのは初 めてであ り、 これか

ら先何 が得 られ るか楽 しみです。

しかしながら、この ような状況にあっても皆 が皆、夜

遅 くまで研究のため大学 にいるわけではありません。6

時過 ぎに大学 を出よ うものなら、広 い駐車場 には私 の車

が1台 だけということもめず らしい ことではありません。

アメリカ人は家庭での生活 を大事 にしているよ うです。

土曜 日になると、家族で ドライブをしたり、大きなキャ

ンピングカー を引っぱっての小旅行 をした り、はたまた、

大きなカ ップにダイエ ッ ト・コー クそしてハ ンバーガー

を両手 に持 って、フ ット・ボールの観戦 を楽 しんでいま

す。私 も最初は、彼等のよ うに、 ドライブを楽 しんでお

りま したが、 日本人 にはやは りゴロ寝 とテ レビで休 日を

過 ごすのが一番のよ うです。
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■ 細菌学講座 ■ 錫谷 達夫

昭和48年 旭川医大の設置 に伴 い、東教授 を中心 に細菌

学講座 が開講された。 それから早14年 の歳 月が過 ぎ、現

在のスタッフで当時 の様子 を知 っているのは東教授 と吉

田助手の2人 だ けである。

残念 なが ら当大学 には、微生物学 を担当する講座が1

講座 しかないため、教育面では細 菌学、ウイルス学 、免

疫学 と広い範囲 を受 け持 っている。又、看護学校3校 、

検査技師学校1校 の講義 もあり、時聞の遣 り繰 りをして何

とかこなしてい る。

研究面で は、スタッフの移動 に伴 い若干のテーマの変

更 はあったが、大筋では"ウ イルスの増殖抑制物 質にっ

いて"と い うことになろ う。東教授 と研究生 ・佐崎(旭

川 日赤 ・内科)は 結核 菌の菌体成分であるTDMの 接種

により、マ ウスのインフルエ ンザウイルスに対 する抵抗

性 が著 しく増強す る現象 を発見 し、その機序の解明 に取

り組んで いる。アメリカ ・コネチカッ ト大学に留学中の

吉田助手 は、当講座 で樹立 した突然変異細胞 を用 いて、

2本 鎖RNAで あるPolyI;Cに よるインターフェロ

ン誘発機構 を解析 して きた。この研究は研究生 ・河合(

旭川赤十字血液セ ンター〉が引 き継いで行 なって いる。

佐久間助教授(ベ ルギー ・ルーベ ン大学留学中)、錫谷助

手、研究生 ・吉田(旭 川 日赤 ・薬剤)は 抗 ウイルス剤の

作用機序 と耐性のメカニズムにつ いて研究 をしている。

この分野は 日本では研究者の少 ない分野であったが、エ

イズの出現 によって一躍注 目される分野 となった。佐久

間助教授は留学先のベルギーで、サイ トメガロウイルス

に有効な新 しい抗ウイルス剤 を発見 し、かなり鼻息 を荒

くしている模様である。 これらの研究 を陰で支 えて くれ

てい るのは技官の畠中 さんであり、器具洗 い、タイプ打ち

他、教室の事務一切 をこなしていただいている。 シャイな

我々は言葉 や態度には表わ していないが、「畠中 さんには

足 を向けて寝れない。」とまで思っている(と 書いておこう)。

昭和60年7月 か ら佐久間助教授 がベルギー ・ルーベ ン

大学 に留学 したのを皮切 りに、62年7月 からは吉田助 手

がアメリカ ・コネチカッ ト大学に、又、64年 か らは錫谷

が留学 させて いただける予定である。当分の間、教室に

残 っているスタッフの負担 は重 くなるが、やは り欧米の

様子 を見て くることは何 にも変え難い貴重 な経験であ り、

皆 、東教授 に感謝 している次第で ある。

今世紀初頭の各種病原細菌の発見 に始 まり、最近 では

ガンウイルス、エ イズ、免疫学 、遺伝f工 学など微生物

学 は医学の中で常 に時代の先端の学問で ある。 まだ解明

されていない多 くの疾 患の中には、遺伝子 のみから成 る

生物 ・バイロイ ドや遺伝子 を持 たない病原体 ・プリオン

の関与も考 えられてお り、研究 テーマには事欠 かない分

野である。微生物学 をやってみようという卒業生の出現

を教 室員一同心待 ちに している。(細 菌学 講座 助手)

解 劃 学 爽/i
第3学 年 児玉 晴契

先月、解剖体慰叢式 を終 え、約30体 の御遺体の御盆 を

よ うや く家族の もとへf」'返しす ることがで き、解剖学実

習 にもひと区切 りつ いたよ うな気 が しています。

まだ春 も浅い4月 、2年 間の教 養学 年を終 えた私達 は

いよいよ医学の門rlに 立った興奮 と、解剖学 を学 ぶため

とはいえ、数ヶ月前 まで は生 きていた人間の体 を切 り開

いていかなければならないとい う、いわば人間 と しての

タブーを犯す ことへの恐怖 、ほんの僅 かの解剖の知識 し

か持 ってい ないの に、本当 にこんなことをしてもよいの

だろ うかとい う不安等 、様 々な思 いを抱いて解剖実習室

に足 を踏み入れました。不思議 に明 るい実 習室 には、30

体 余りの自布 に包 まれた御遺体 が整然 と横 たわっていま

す。諸注意の後、剖 出の過程 を説明す るビデオが映 し出

されると、皆神妙な顔っ きで見入 っています。一礼を し

て初 めて御遺体 に触 れた時、実習室の寒 さのため なのか、

武者震いなの か足が震 えて なりませんで した。 この解剖

学実習は、3ヶ 月間 にわた り、週 に4日 、午後 を通 して

行 われ るのですが、1日 の実 習中 に、剖出 し、確 認 し、

理解 しなければな らない ことはかなりの量 になります。

日に目に実習が進 むにつれて、始あの うちは畏れす ら抱

いて いた御遺体 にいつの間にか、親 しみを覚 えるよ うに

なり、週末は、乾燥 しないよ うに、十分 にホルマ リンで

湿 らせて きっちり包んで帰 りま した。思 えば無 言のまま

の御遺体 から私達 はどれだけ多 くの ことを教 えられたこ

とで しょう。どんなに優 れた図譜 を見ても、教科書 を読

んで も、それだけで は、想像で考 えることしかで きませ

んで した。 しか し実際に自分達の手で剖出 してい く時 は

じめて、机 上の知識は、実感 を伴 った生 きた知識 となっ

て きます。 また体 の構 築 の巧 み さに驚 かされ、 その中

に1人1人 の生涯が様 々な形で凝縮 され厳然 と存在 して

い ることに、生命の尊厳 をあらためて、考 えさせ られた

ことが幾度 もありました。医学生 のための献体は、生前

の故人の御意志、あ るいは御遺族 の方 々の御好意 による

ものと聞いていますが、未熟な私達 の前 に横 たわる御遺

体 に、無言の うちに色 々なことを教 えられ、 しっかりや

れと、励 まされていたよ うな気が します。3年 生の秋 を

迎 え解剖学の講義 もすで に終 了 して しまいま した。春 か

ら初夏にかけての3ヶ 月間、私達 は実習 を通 して、解剖

学のほんの初歩に触 れた にす ぎなかったのかもしれませ

ん。 これから様 々な科 目を学 びながらまた、 この解剖学

実習 に立ち戻 って、繰 り返 して本当 に実習の意義 が大 き

なものになることを肝 に命 じたいと思います。

最後に、熱心 に御指導 くださった諸先生、御遺族 の方

々に深 く感謝 をささげ、御遺体の尊 き御霊の御冥福 をお

祈 りいた します。
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紹霜謎挙痩謹攣芳法
居住状況調査結果一覧

昭利62年 度通学方法 ・居住状祝ア ンケー トをまとめま

したの で掲 載 し ます,,
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体 育 大 ムD 一
学生1三催 の体 育 大会 か、9月9H/eiに 行 わ れた(・ 部

競 技 は9月511…8日 の 昼休 み に 戸選 を行 ったL,

しllllは
、 グ ラ ン ド『」ンデ ィシ ョ/か 悪 く ソフ トホ ・ ル

か 中1ヒに な・'たか 、他 の6種1【 は順 調 に1∫わ れ参 加学 生

は 各 々 善戦 を繰 り広 け た,、

糸1量,果は次 の とお り,、

く学 年対 抗♪

総 合
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昭 和62年 度 解 剖体 慰 霊 式 は 、9111s[1(d<)午 後1時30り}

か ら本学 体 育館 にお いて 執 り行 わtiまLた,,

式 に参 会 した 御遺 族 ・来 賓 ・1.教 職 員 ・掌 生(第3

学 年)350名 は、 本学 学 生 の教 育及 び学術 研 究 の た め に

尊い御遺 体 を提 供 され 、医学 発展 の 礎 石 とな られ た1`L9

名(病 理 解 剖62名 、法 医 解 剖35名 、 系統解 剖32名)の 方

が たの 御遺 徳 を偲 び御 冥 福 を祈念 し ま した、、

解 剖 体 御 芳名奉読 、黙 と う、学 長 及 び学 生 代 表 〔3年

宍 倉朋 胤)の 追 悼 のfi'(のあ と、 参-¥1:_に よ る献 花 が 行 わ

れ 、魚交島 副'齢長 の謝 辞 を もっ て 、 しめ やか な うち に今・年

度 の慰 霊式 が終 了 し ま した,、

(学 生課)

新入生研修(第2回 目)

5月1、 噺 わ れ た 第1回 目1、'引 き続 き第2回 目 の 新 入 生

ω臼修 が1〔}ll2611けi)・30U(血1(281iま β余 く)よ 『で の4HNfl、

福 利 厚 生 施 設 利1遂≦及 び 職 員 研 修 施 設 に 才ゴい ぐ行 わ れ た 。

fJfliは 、1年 生rllを8')(/)ツ ル フ に 分 け 、 教 授2

名(・ 般 教 育 教1'ド1名 、tl礎 ・臨 床 教 官1名)の す旨導 の

も と 、 学 生14・ ・48名 を1グ ル ー一フ と しc、'1・ 後5日,1…10分

か ら約2時 闇 、① 前 期 試 験 終 行 麹 二お け る 就 学 上 の 問 題 、

② 学 生 生 活L(T)問 題 な ど を 中 心 に 懇1淡 か 行 わ れ た 、、

〔学 生 課)
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北海道の冬道 は、見 えに くい、滑 りやす いなどの多く

の危険 を伴 っており、 これらは直接事故に結 び付 くもの

ばか りです。

冬道 がまね く交通事故の主 なものは、

1.凍 結路面で スリップ し、追突す る、横断中の歩行者

をはねる、反対車線 にはみ出 して衝突す る、路外 に転

落す る。

2,降 雪 ・吹雪 などの視界不良により、追突す る、衝突

す る、歩行者 をはねる。

3。 輪 だちにハ ン ドルをとられて、接触する、衝突す る、

路外に転 落する。

などですが、その他 にも道路が狭 くなり、又、雷 が高 く

積 るため、雪 かげから子供 が飛び出 して きてはね る、交

差点 で出合いが しらに衝突す る、な どの事故 もあ ります。

学生諸君は、こうした道路事情 を十分認識 し、歩行者

にあっては自分の身は自分で守る、運転者 にあってはス

ピー ドを出 さず安全運転 を心掛けて、絶対 に事故 は起 こ

さないように注意す る必要 があ ります。

(学生課)

羅襯療襯襯燃 嶽燃 灘 繍 襯撒 灘 繍 襯鰯繍 ㈱ 襯

以前、か ぐらおか49号 で喫煙 につ いて私見 を述べた。

結論 として①全てのf等 の前で はタバコを吸 わない こと、

②医学生は、禁煙 をすること、③医師は所定 の場所で喫

煙 をす ること、④公共施設、特 に、当病院 と臨床講義棟

のロビーには排煙設備 を備 えた喫煙場所 を早急 に作 るこ

と等 を提案 した。 しか し、残 念なが ら私の周囲で は同僚

が一人禁煙 に踏切 った以外一向 に変 らない。で は、世 界

の流れはとい うと、昨年5月 に第39回WHOが 開催 され

「タバ コには発癌物質 が含 まれてお り、タバ コが健康 に

悪影響 を及ぼす ことは、すでに化学的 に証明 されている。

タバ コ対策 が緊急 の問題である」 と決議 された.そ して、

本年11月9日 か ら3日 間東京で第6回 喫煙 と健康世 界会

議が開催 された。その 日本で、洋モクの"SpeakLark"

や日本たばこ産業株式会社のTVコ マーシャルが放映 さ

れてい る。 しかも、タバコが健康に害 を与 える事には触

れず、 「未成年者は喫煙 を禁 止されています」のテロ ッ

プを流 してである。肝心 なところで何 事にも対策の遅れ

をとってい る歯痒 さが喫煽問題 に関 しても感 じる。

喫煙 に関 して印象に残 った二冊の雑誌 と論文 一編 を紹

介 して喫煙 と健康にっ いてSummaryと したい。一・・つ は、

日本 医師会雑誌、第98巻7号 で一喫煙 か健康 か一 とい う

タイ トルの特集 が組 まれ、'1仙 氏は、"喫 煙 が老化 を5

年は促進す る。特に肝臓 については、(飲 酒 の影饗 も加

重 されると思 うが)加 齢 をぐん ぐん促進 し、原発生肝癌

については、15年加齢 を促進 したと考 えられる。 さらに、

14歳 まで にタバコを吸 い始めた人は吸わない人に比ぺ2

倍以1:の 癌 の死亡率を示 してお り、加齢の促進 の立場 か

らい うと15年程早 く癌年齢が来 るよ うに思 われる。"と

指摘 した。また、富 永氏は受動喫煙:passivesmoking

(自分では喫煙 していなくても、周囲の人が喫煙 してい

ると、やむおえず タバコの煙 を吸 うこと〉の害 について

述ぺ"喫 煙 は元来個 人の嗜好です が、児童喫煙の影響が

明 らかになると、もはや個 人の嗜好 として黙認す るわけ

にはいかな くなり、公害、いや私害的色彩 を帯びて きま

す。"と 述ぺ ていた。もう一っは、学校保健 研究、第29

巻10号 では、特集一喫煙 と健康教育一 で 「生涯 にわたる

健康」 とい う視点から教 育現場 におい て喫煙 を促 え る

必要性 をのぺていた。 さらに、モ ダンメディシン11月号

で日山氏 は受動喫煙 と肺癌一 「分煙」 いまや実行の時一

とい う論文の中で米国公衆衛生総監(SugeonGeneral)

の最近の レポー トを紹介 した。閉鎖 された空間の環境 は、

その場 を共有する全ての人に関係す るものであると前置

きした うえで 、

親 あるいは成人は、子供 たちが タバコの煙 に曝露 され

ることにより健康 を障害 されることのないよ うに、子供

たちを守 らねばな らない。

雇用者も非雇用者 も、非喫煙者が タバコの煙 にさらさ

れないよ う努めなければな らない。

自分が喫煙することで他 人の健康 が損 なわれることが

ないよ う配慮することは、喫煙者の責任である。

禁煙 しよ うと努力 している喫煙者 をサポー トす るのは

非喫煙者の責任であると述 べている。

自分自身のため、運 動、栄養、休養、節酒で健康 に年

をとれ るよ うに努めるばか りではな く、 「禁煙」をそれ

らに加 えて自分 を取巻 く人間 と環境 を改善 する事を考 え

てみ るのが医学 に携 る者の義務ではないだろ うか。会繊

を含め、公共の場 においての 「分煙」 に対 し具体的 な努

力をお願い したい。

(整形外科学講座 助教授)
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